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研究成果の概要（和文）： 

 本研究は、ワイマル期ドイツの右翼陣営内での労働運動の発生・展開過程をドイツの公文書
館に保管されている一次史料に基づき実証的に分析することを目的とするものである。本研究
の出発点となる仮説は、ワイマル期ドイツでは、政治的左翼だけでなく、ナチズム運動や復古
的保守陣営などの政治的右翼もまた労働組合など様々な組織を結成して労働者獲得に乗り出し
ていたということである。包括的な「右翼労働運動」をキー概念に、右翼陣営内の各労働者組
織の思想・組織構造・活動状況を可能な限り明らかにすることで、ワイマル期の政治的右翼の
労働者獲得政策を具体層で捉え、ナチズムと労働者をつなぐ一つの回路を浮き彫りにした。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
  The purpose of this study is to analyze formation and development of the right-wing labor movement 

in the Weimar Republic empirically on the basis of the primary sources that are kept in the archives in 

Germany. The hypothesis that formed the starting point of this study was as follows: In the Weimar 

Republic not only the left-wing, but also the right-wing movement such as the National Socialist and the 

reactionary conservative tried to acquire the backing of workers by organizing trade union or such like. 

Using the comprehensive key concept “the right-wing labor movement”, this study focuses on the 

ideologies, the organizational structures and the activities of the worker’s organizations of the right wing 

in the Weimar Republic and explain its labor policies more concretely. As a result it could bring out a 

relationship between the National Socialism and the German workers. 
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１．研究開始当初の背景 

ナチ党はワイマル共和国時代のドイツで

選挙による議席拡大を通じて成長し、1933 年

１月に政権を獲得した。ドイツ近現代史研究

において「なぜナチ党が政権を獲得できたの

か」、「なぜワイマルの後にナチズムがやって

きたのか」という問いかけは、そのアクチュ

アリティを失っていない。むしろこの問いか

けに答えるべく、今なお研究者は一方で史料

を発掘・解釈することで、より実証的な研究

を目指し、また他方で積み上げられた実証研

究を踏まえた包括的・一般的な解釈モデルを

提示しようとしている。 

ナチ党（ナチス）の正式名称は「国民社会

主義ドイツ労働者党」という。ナチズムの支

持基盤に関するこれまでの研究の多くは、こ

の党が社会的中間層（商店主・手工業者・農

民・官吏・サラリーマンなど）を支持基盤と

していた点を強調してきた。それと同時に、

ナチ党の労働者への態度を「デマゴギー」と

みなすことで「労働者党」という名称のもつ

意味を真剣に検討してこなかった。しかし、

ナチズムの社会的基盤に関する近年の数量

的・統計的研究は、ナチ党の支持基盤を従来

のように中間層に限定せず、ナチ党が労働者

層からも広く支持を集めた国民諸階層の結

集運動であったと指摘している。 

 これら国内外の研究はナチ党内における

労働者党員・投票者の数量的実態や、ナチ党

の政策の一端としての「労働者政策」を取り

上げた点で戦後のナチズム研究に転換を迫

るものであったが、他方でナチズムを支持し

た労働者がどのようなタイプの労働者であ

ったのかという問いに答えるものではなか

った。本研究代表者はこれまでワイマル期ナ

チズム運動唯一の被用者組織であったナチ

ス 経 営 細 胞 組 織 （ Nationalsozialistische 

Betriebszellen-Organisation:NSBO）を主たる研

究対象として、この組織の思想・成立過程・

活動を一次史料に基づいて検討することで、

ワイマル期における「ナチズムと労働者」の

接点を解明しようと試みてきた。その際に明

らかになったのは、この組織にはナチ党外の

右翼・民族至上主義的運動からかなりの労働

者が合流していたという点であった。 

 労働者と聞けば「マルクス主義」をイメー

ジし、さらにマルクス主義とナチズムの間の

厳然たる敵対関係をこれに重ね合わせるこ

とで「労働者＝ナチズムの防波堤」と捉える

ことがこれまでのナチズム研究の暗黙の前

提であったといってよい。これがナチスの労

働者への態度を「デマゴギー」とみなす背景

にあった。確かに、労働者に基盤を置く社会

民主党や共産党がナチ党の政権獲得に最後

まで抵抗していたことは事実である。しかし、

これまでの研究を通して指摘したように、総

体としての労働者「層」がナチズムと反目し

ていたと捉え、ナチ党＝中間層政党とみなす

ことは近年の研究状況からもはやできない。

それどころか、ワイマル共和国期のドイツで

は当初より右翼・民族至上主義の運動もまた

労働者の獲得に乗り出し、やがてそれがナチ

ズムへと合流していく「右翼労働運動」とも

呼べるような系譜が存在していたというの

が本研究の出発点をなす仮説である。 

 

２．研究の目的 

本研究は、ワイマル期のドイツ社会におい

ては政治的左翼だけでなく、政治的右翼もま

た様々な組織を結成して労働者獲得に乗り

出していた点に着目し、ナチズムを含む包括

的な「右翼労働運動」をキー概念に、この概

念の下で類型化される様々な組織を一次史

料に基づき実証的に分析し、それらを具体相

で捉えていくことを目的とする。 

本研究では、研究代表者のこれまでの研究

成果をさらに発展させ、広くナチズム運動外

の右翼労働運動組織にも視野を拡大するこ

とで、右翼労働運動がいかにして労働者獲得

を目指し、また労働者がなぜ、そしていかに

して右翼運動にコミットしていったかを明

らかにしようとしたが、それは、右翼労働運

動のメンバーがその後ナチズム運動と接点

を持っていた点に鑑みても、本研究の射程が

ワイマル期ドイツにおけるナチズムと労働

者を結ぶ「回路」を捉える重要な鍵になるも

のと思われるからである。この「回路」を浮

き彫りにすることで、ナチズムを国民的結集

運動とみなす近年の研究の主張を補強し、ナ

チズムの台頭原因解明の一助になればとい

うのがこの研究の意図するところである。 

研究期間内において、本研究が明らかにし

たい内容は以下の 2 点であった。第１に、右

翼労働運動に分類されるいくつかの具体的

な組織を取り上げ、その組織構造、思想・活

動目的、活動実態を解明することである。第

２に、第 1 点目の活動で得た成果に基づき、

これらの右翼労働運動の特色を整理したう



えで、ナチズム運動との接点・関係を明らか

にすることである。 

 

３．研究の方法 

 本研究は、ドイツの公文書館に保管されて

いる一次史料にアプローチし、それを積極的

に用いることで、より実証性の高い研究を目

指すものである。このため、ドイツの公文書

館での史料調査・収集、その分析と総合が研

究の主たる方法となる。 

 その際、「右翼労働運動」の具体的な組織

をナチズム運動を軸に以下の３つに大別し、

具体的な研究・分析対象とした。 

（1）ナチズム運動内の労働者組織。既出

のナチス経営細胞組織（NSBO）が代表的で

ある。 

（2）ナチズム運動外でナチ党員が関わっ

た労働者組織。「フェルキッシュ闘争労働組

合（VKG）」は最も著名な事例である。 

（3）ナチスとは基本的に異なる右翼・保

守的な労働者組織。「シュタールヘルム自助

組合（Stahlhelm-Selbsthilfe）」、「ドイツ国民的

労働者同盟（Deutschnationaler Arbeiterbund）」、

「ドイツ援助会労働組合（ Gewerkschaft 

Deutsche Hilfe）」などが挙げられる。 

このうち、すでに研究成果を発表している

（1）を除く（2）と（3）に関する史料収集

と分析が本研究の主たる課題となる。 

本研究は 2007 年度より 3 ヵ年にわたり以

下のような活動を行った。 

【2007 年度】 

当該時期のナチズム・右翼運動およびドイ

ツ労働運動に関する国内外の研究文献を整

備・講読していくとともに、８月から９月に

かけて渡独し、海外調査を行った。その際に

は、ベルリンの連邦文書館（Bundesarchiv）

や国立図書館（Staatsbibliothek）を中心に主と

して「フェルキッシュ労働組合」に関する一

次史料（組織規約、パンフレット類、内部文

書、書簡、警察報告など）を収集した。また、

日本国内の研究機関に保存されている当時

の政党機関紙・新聞などの公刊史料の収集も

行った。 

【2008 度】 

 前年度に収集した史料の分析を進め、その

成果を雑誌論文に公表した。同時に、前年に

引き続いて再度ドイツでの海外調査を実施

し、ベルリンの連邦文書館や国立図書館を中

心に「ドイツ援助会労働組合」ならびに「シ

ュタールヘルム自助組合」に関する一次史料

の収集にあたった。また、同じく前年と同様

に日本国内の研究機関に保存されている当

時の政党機関紙・新聞などの公刊史料の収集

にも努めた。 

【2009 年度】 

前年度に収集した史料のうち、「ドイツ援

助会労働組合」に関する研究成果を雑誌論文

として発表するとともに、「シュタールヘル

ム自助組合」に関する史料分析を進めた。ま

た、本研究の内容の一部を学会で報告するこ

とでその成果を広く公表した。さらに、年度

後半には前年度までのワイマル期ドイツに

おける「右翼労働運動」の３類型に属する諸

組織の具体的な分析を踏まえ、それぞれの特

色を比較検討して３つの類型の共通点と差

異を明らかにし、この考察を通じて「右翼労

働運動」概念を具体化しようと努めた。 

 

４．研究成果 

本研究では、2 度の渡独により、ワイマル

期ドイツにおける右翼労働運動内のいくつ

かの代表的な組織に関する史料を調査し、体

系的に収集した。本研究により収集された史

料はこれまで未使用のものがほとんどであ

り、それを積極的に用いて実証的な分析を行

うという当初の目的は達成されたといえよ

う。 

本研究の直接的な成果としては、これまで

全く未知であった「フェルキッシュ闘争労働

組合」および「ドイツ援助会労働組合」の思

想・形成過程・実態を明らかにするに至った

ことが挙げられる。「シュタールヘルム自助

組合」関連の史料については非常に多岐に亘

るため、現在も分析を継続している状態であ

る。これについては鋭意分析を進め、可能な

限り早期にその成果を公表する予定である。

また、想定以上の大部な史料の存在が確認さ

れたため、「ドイツ国民労働者同盟」に関し

ては史料状況は凡そ把握できたものの、残念

ながら具体的な収集は次回の渡独に譲らざ

るを得なかった。とはいえ、これまでまった

く未知であったワイマル期ドイツの右翼労

働者組織・労働組合に関して実証的分析によ

る解明を行った研究はわが国のみならず、ド

イツにおいてもこれまで皆無であったこと

を考えると、本研究は一定度の成果を達成で

きたといってよいだろう。「シュタールヘル

ム自助組合」ならびに「ドイツ国民労働者同

盟」に関する研究をさらに進めていくことで、

「右翼労働運動」を総括するすることが今後

の残された課題となる。このため、現段階で

は中間的なものにならざるをえないが、本研

究の結論を述べるならば以下のようになる。 

 第一次世界大戦後のドイツには、革命・敗

戦・社会主義・新生共和国などへの反発から

数多くの右翼・復古主義的政党・政治組織が



誕生したが、これらの組織も広範な大衆支持

獲得や自陣営内の労働者への配慮などから

労働者問題に無関心ではいられなかった。そ

の結果、右翼・復古主義的政党・政治組織内

には労働組合あるいは労働者問題を扱う組

織が結成されることになり、これらはその主

義主張や国家像に違いを示しながらも、全体

としては「右翼労働運動」とも呼ぶべき特徴

を有するに至った。その代表的な組織が、本

研究が分析対象として史料発掘に努めた「フ

ェルキッシュ闘争労働組合」、「ドイツ援助会

労働組合」、「シュタールヘルム自助組合」、

「ドイツ国民労働同盟」などであった。以上

の組織は、右翼過激主義的、民族至上主義的、

あるいは復古主義的など、その立場はさまざ

まであったが、ナショナリスティックな主張

を前面に押し出しながらマルクス主義的な

階級闘争を否定し、またワイマル体制やヴェ

ルサイユ体制の打破が労働者の解放につな

がるというロジックを用いた（ナチスに近い

組織にはこれに明確な反ユダヤ主義も加わ

る）。その反面、被用者の「階級利益」の擁

護においては時に闘争的にもなり、その実践

の中で経済平和的な黄色組合とも一線を画

していった。確かに右翼労働運動は左翼労働

運動に比して組織的には不安定で、左翼労働

運動に対抗できるほどには成長できなかっ

たが、ワイマル期ドイツを通じて経営内活動

を展開し、離合集散を繰り返しながら、一部

は最終的にナチズム運動（NSBO）に合流し

ていったのである。  

本研究の特色をあらためて指摘するとす

れば、次の２点となるであろう。 

（1）これまで等閑視されてきたワイマル

期ドイツにおける「右翼労働組合運動」の存

在に着目し、その成立過程、思想、活動を明

らかにするとともに、「右翼労働組合運動」

とナチズム運動との接点を指摘しようとし

た。 

（2）ドイツの公文書館に保管されている

一次史料（組織規約、パンフレット類、内部

文書、書簡、警察報告など）にアプローチし、

それを積極的に用いることで、より実証性の

高い研究を目指した。 

本研究により、ワイマル期ドイツではおそ

らく様々な労働運動の形態が存在し、それは

左翼的（マルクス主義的）性格のものだけで

なく、ナショナリスティックで国粋的なもの

も含まれていたことが明らかになった。しか

も、それらがワイマル共和国後半に成長して

いくナチズム運動と接点をもっていた点、さ

らにその一部がナチズム運動へ合流してい

った点もある程度導き出されたものと考え

られる。ナチズムと労働者の関係、特にナチ

ス経営細胞組織については、ドイツでは 1980

年代以降に G.マイや V.クラッツェンベルク、

さらに J.ボンスの重要な研究が相次いで発表

され、また日本でも本研究代表者が『ナチズ

ムと労働者』（勁草書房、2004 年）を発表す

るなどその実態解明が進んでいる。しかし、

ワイマル期の「右翼労働運動」の実態、およ

びこの運動とナチズム運動の関係に関する

研究はわが国はもとより、ドイツにおいても

ほとんど存在しておらず、本研究課題はこの

点で先駆的なものであった。 

上述のように、戦後のナチズム研究におい

て、労働者層は「ナチズムの防波堤」とみな

されてきたが、本研究を通じて一部であれ、

この説明には該当しない労働者層の存在が

照射されることになったといえるだろう。こ

れにより、ワイマル期のナチズム運動が中産

階級のみならず、広く労働者層をも取り込ん

だ統合運動であった点が明らかにされるの

である。 
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